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を検討する。また第 9 章では， EUC とアウトソーシングに独自な評価の視点、を策定する。さらに第10章では，戦略的
情報システムの評価に関して，システム監査の適用が可能な範囲と限界を検討しながら評価の視点、を提案する。
そして第五に，ここまでに検討したそれぞれの分野の評価を充足させるための条件を策定するため，第11章では，↑青
報システムの企画，開発，および運用の流れに沿って，さらに拡張的な評価の視点を考察する。
論文審査の結果の要旨
情報投資の評価に関する従来の研究は，自社運営の基幹システムにおける費用対効果の定量的分野に限定した分析
が中心であり，現在の情報処理形態の主流であるエンドユーザー・コンビューティングおよびアウトソーシングには
言及されてこなかった。本論文は，情報投資の有効性向上という観点から，システム監査の手法を拡張的に応用する
ことによって，エンドユーザー・コンビューテイングおよびアウトソーシングを含む全ての形態の情報システムにつ
いて定量的および定性的な評価の視点を具体的に提案し，かつ問題点を改善するための方策を示している。また，評
価の視点ごとに関連する学説等に基づく議論を重ね，信頼牲の高い理論を展開している。ただ学説聞の整合性に問題
がないわけではなく，加えて応用の際の実務手続きの実現可能性に若干疑問が残されている。しかし，本論文を実務
に応用することによって創出される社会的価値，さらにはこの分野の研究を飛躍的に促進させた貢献は，評価されな
りればならない。よって本論文は，博士(経済学)の学位に十分値すると判断する。
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